
平成26年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成25年10月25日

（百万円未満四捨五入）

上場会社名 株式会社 日立ハイテクノロジーズ 上場取引所 東 
コード番号 8036 URL http://www.hitachi-hitec.com/
代表者 （役職名） 執行役社長 （氏名） 久田 眞佐男

問合せ先責任者 （役職名）
CSR・コーポレートコミュニケーション部
長

（氏名） 加藤 弘之 TEL 03-3504-5138

四半期報告書提出予定日 平成25年11月8日 配当支払開始予定日 平成25年11月27日
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有
四半期決算説明会開催の有無 ： 有 (アナリスト・機関投資家向け)

1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 290,669 △6.5 6,307 △60.5 6,634 △59.9 3,589 △67.7
25年3月期第2四半期 310,717 △3.4 15,983 30.2 16,543 32.2 11,109 40.8

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 8,078百万円 （△19.1％） 25年3月期第2四半期 9,988百万円 （75.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 26.10 ―
25年3月期第2四半期 80.77 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第2四半期 457,478 253,270 55.2
25年3月期 433,639 267,189 61.5
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  252,719百万円 25年3月期  266,798百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
26年3月期 ― 10.00
26年3月期（予想） ― 10.00 20.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 640,000 11.2 28,000 47.7 28,000 39.3 19,700 61.9 143.23



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
(注)詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 (２)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧下さい。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料５ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 (３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、 
添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (３)平成26年3月期 通期の連結業績予想」をご覧下さい。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 137,738,730 株 25年3月期 137,738,730 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 201,893 株 25年3月期 200,583 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 137,537,345 株 25年3月期2Q 137,538,836 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

(１)当第２四半期連結累計期間の概況 

当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高 290,669百万円(前年同四半期連結累計期間

(以下、前年同期)比 6.5％減)、営業利益 6,307 百万円(前年同期比 60.5％減)、経常利益 6,634

百万円(前年同期比 59.9％減)、四半期純利益 3,589百万円(前年同期比 67.7％減)となりました。 

 

(２)セグメント別の概況 

エッチング装置は、アジア市場向けが大手ファウンドリの投資により堅調であった一方、パ

ソコン需要の低迷等により米国市場向けが減速した影響を受け、全体では横ばいとなりました。

測長ＳＥＭは、大手半導体メーカーの設備投資が前年同期に活発に行われた影響により、減少

しました。チップマウンタは、主要顧客における設備投資の抑制等による影響を受け、大幅に

減少しました。ダイボンダは、モバイル関連機器向けの投資が堅調に推移したものの、ほぼ横

ばいとなりました。 

電子デバイスシステム 

以上の結果、当セグメントの売上高は 49,566百万円(前年同期比 21.3％減)、経常利益は 4,701

百万円(前年同期比 57.1％減)となりました。 

 

ＦＰＤ関連製造装置は、アジア市場における有機ＥＬ関連設備投資に動きがあるものの、テ

レビ用液晶パネル製造設備投資は先送りが継続しており、低調に推移しました。ハードディス

ク関連製造装置は、パソコン需要の低迷等の影響を受け、減少しました。 

ファインテックシステム 

以上の結果、当セグメントの売上高は 4,036百万円(前年同期比 45.1％減)、経常損失は 3,514

百万円(前年同期は 3,012百万円の経常損失)となりました。 

 

分析装置は、平成 25年 1月 1日付で㈱日立ハイテクサイエンスが当社グループに加わったこ

とにより増加しました。電子顕微鏡は、民間需要が依然低迷していること等により、低調に推

移しました。医用分析装置は、欧州市場における財政危機による販売減少からの回復は見られ

るものの、本格的な復調には至らず、減少しました。 

科学・医用システム 

以上の結果、当セグメントの売上高は 66,227 百万円(前年同期比 5.4％減)、経常利益は 6,093

百万円(前年同期比 28.8％減)となりました。 

 

自動組立システムは、電気自動車市場の立ち上がりが想定より遅く、リチウムイオンバッテ

リー組立装置への投資が低迷したこと等により、大幅に減少しました。ハードディスクドライ

ブは、業界再編の影響等により減少しました。通信用機器は、米国市場向け携帯電話が、新モ

デル投入等により大幅に増加しました。 

産業・ＩＴシステム 

以上の結果、当セグメントの売上高は 42,936 百万円(前年同期比 20.2％減)、経常損失は 482

百万円(前年同期は 325百万円の経常利益)となりました。 
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自動車・輸送機器関連部材は、円安の影響もあり、北米やアジア市場向けを中心に増加しま

した。エレクトロニクス関連部材は、中国製スマートフォンの需要増加を受け、強化ガラスの

販売が堅調に推移しました。工業関連部材は、主要顧客における新興国での新工場立ち上げ等

により、民生用の空調機器製造設備・部材が大幅に増加しました。 

先端産業部材 

以上の結果、当セグメントの売上高は 130,852百万円(前年同期比 9.3％増)、経常利益は 1,014

百万円(前年同期比 270.5％増)となりました。 

 

(３)平成 26 年３月期  通期の連結業績予想 

世界経済は、欧州では、ドイツ等西側諸国での回復は見られるものの、全体的には緊縮財政

の継続による景気低迷が継続すると思われます。また、中国をはじめとした新興国では、これ

まで高かった経済成長の減速傾向が継続すると予想されます。一方、米国では、財政問題によ

る政治・経済への影響が懸念されるものの、雇用・所得環境の改善により、穏やかな景気の回

復が見込まれます。また、大胆な金融緩和を実施している日本では、消費税引き上げによる影

響を、投資減税や補正予算等の経済対策が吸収し、景気回復へ向かうことが期待されます。 

当社を取り巻く環境は、半導体製造装置市場では、引き続きパソコン需要には力強さが見ら

れないものの、スマートフォンやタブレット端末などのモバイル関連機器市場向けは、堅調に

推移する見込みです。ＦＰＤ関連製造装置市場では、モバイル端末向けパネルに加え、大型の

有機ＥＬパネル市場も、量産に向けた準備は進められているものの、本格立ち上げにはまだ時

間がかかると予想されます。科学・医用システム関連市場は、日本での電子顕微鏡などの補正

予算に加え、医用分析装置関連は欧州市場全体では回復基調にあり、中国等新興国市場の需要

も堅調なため、回復に向かうと予想されます。産業・ＩＴシステム、先端産業部材では、新興

国市場の成長鈍化により、顧客の投資や原材料・部材需要等が伸び悩んでいるものの、太陽光

発電をはじめとする環境・新エネルギー、自動車・輸送機器、社会インフラなどの各分野への

投資は今後も拡大していくものと予想されます。 

          

以上により、当社の通期の連結業績予想は、売上高 640,000 百万円(前期比 11.2％増)、営業

利益 28,000 百万円(前期比 47.7％増)、経常利益 28,000 百万円(前期比 39.3％増)、当期純利益

19,700百万円(前期比 61.9％増)としております。 

 

今後とも、ハイテク・ソリューション事業におけるグローバルトップを目指すとともに、最

先端・最前線の事業創造企業として、顧客及び市場のニーズにスピーディーに対応し、業績予

想の達成を目指してまいります。 
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(４)キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末より

1,902 百万円増加し、125,386 百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は以下の通り

です。 

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)     

営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期連結累計期間(以下、前年同期)に比べ

その他の資産・負債の増減額が収入に転じたことに加え、法人税等の支払額又は還付額の支出

が減少しましたが、一方で税金等調整前四半期純利益が減少したこと、売上債権、たな卸資産、

仕入債務の運転資金増減が支出に転じたこと等により 691百万円減少し、7,814 百万円の収入と

なりました。 

  

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比べ有形及び無形固定資産の取得による

支出が増加したこと等により、463百万円支出が増加し、5,131百万円の支出となりました。 

 

以上により、営業活動によるキャッシュ･フローと投資活動によるキャッシュ･フローを合計

したフリー・キャッシュ・フローは、前年同期に比べ 1,154 百万円収入が減少し、2,683百万円

の収入となりました。 

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済があったこと等により、前年同期

に比べ 834百万円支出が増加し、2,215 百万円の支出となりました。 

 

当社グループ財務政策として、業容拡大に伴う運転資金及び研究開発投資・設備投資に対応

するための適切な流動性の維持と資金の確保、並びに健全なバランスシートの維持を図りつつ、

財務基盤の強化を行ってまいります。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

(１)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(２)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

①原価差異の繰延処理

操業度により発生した原価差異に関して、原価計算期間末までにほぼ解消が見込まれる場合は、当

該原価差異を流動資産又は流動負債｢その他｣として繰り延べております。

②税金費用の計算

当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、

法定実効税率を使用する方法によっております。

(３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(退職給付会計基準等の早期適用)

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成 24年５月17日 企業会計基準第 26号。

以下「退職給付会計基準」という。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委

員会 平成24年５月17日 企業会計基準適用指針第25号)が平成25年４月１日以後開始する連結会

計年度の期首から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間よりこれらの会計基

準等を適用し、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上する方

法に変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債に計上しました。

また、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基

準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の算定方法を変更しました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37項に定める経過的な扱いに従って、

当第２四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付

に係る負債として計上したことに伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額

に加減しております。また、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首のその他の包括利益累計額が18,267百万円減少し、利

益剰余金が 2,353百万円減少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の連結損益計算書に与

える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表 
(１)四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,088 21,987

受取手形及び売掛金 110,722 112,104

有価証券 85 1,010

商品及び製品 31,400 30,096

仕掛品 34,661 42,896

原材料 4,189 4,207

関係会社預け金 97,041 91,844

その他 32,039 35,486

貸倒引当金 △602 △448

流動資産合計 330,623 339,182

固定資産   

有形固定資産 66,331 73,770

無形固定資産   

のれん 4,744 4,409

その他 9,212 8,904

無形固定資産合計 13,956 13,314

投資その他の資産   

その他 23,053 31,532

貸倒引当金 △324 △320

投資その他の資産合計 22,729 31,212

固定資産合計 103,016 118,296

資産合計 433,639 457,478
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 84,426 90,507

短期借入金 1,650 850

未払法人税等 3,572 2,783

製品保証引当金 2,431 2,431

その他 45,186 49,103

流動負債合計 137,265 145,674

固定負債   

退職給付引当金 26,535 －

役員退職慰労引当金 232 180

退職給付に係る負債 － 56,690

その他 2,418 1,663

固定負債合計 29,185 58,534

負債合計 166,450 204,208

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,938 7,938

資本剰余金 35,745 35,745

利益剰余金 220,474 220,335

自己株式 △327 △330

株主資本合計 263,830 263,688

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5,094 5,992

繰延ヘッジ損益 △1,007 △285

為替換算調整勘定 △1,119 407

退職給付に係る調整累計額 － △17,081

その他の包括利益累計額合計 2,968 △10,969

少数株主持分 392 551

純資産合計 267,189 253,270

負債純資産合計 433,639 457,478
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(２)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

売上高 310,717 290,669

売上原価 252,020 238,862

売上総利益 58,697 51,807

販売費及び一般管理費 42,714 45,500

営業利益 15,983 6,307

営業外収益   

受取利息 261 197

受取配当金 79 83

貸倒引当金戻入額 26 164

雑収入 448 344

営業外収益合計 814 788

営業外費用   

支払利息 30 29

持分法による投資損失 － 31

固定資産処分損 105 320

雑損失 119 82

営業外費用合計 254 462

経常利益 16,543 6,634

特別利益   

投資有価証券売却益 21 －

特別利益合計 21 －

特別損失   

投資有価証券評価損 4 81

事業構造改善費用 151 －

減損損失 60 －

特別損失合計 214 81

税金等調整前四半期純利益 16,349 6,553

法人税等 5,186 2,815

少数株主損益調整前四半期純利益 11,163 3,738

少数株主利益 54 149

四半期純利益 11,109 3,589
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 【四半期連結包括利益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 11,163 3,738

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △190 897

繰延ヘッジ損益 538 722

為替換算調整勘定 △1,523 1,600

退職給付に係る調整額 － 1,121

その他の包括利益合計 △1,175 4,340

四半期包括利益 9,988 8,078

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 9,943 7,919

少数株主に係る四半期包括利益 45 159
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(３)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 16,349 6,553

減価償却費 3,659 4,383

減損損失 60 －

のれん償却額 159 334

退職給付引当金の増減額（△は減少） 576 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 1,422

その他の引当金の増減額（△は減少） △737 △255

受取利息及び受取配当金 △340 △280

支払利息 30 29

持分法による投資損益（△は益） － 31

売上債権の増減額（△は増加） 10,000 10

たな卸資産の増減額（△は増加） 350 △7,074

仕入債務の増減額（△は減少） △9,623 4,441

その他の資産・負債の増減額 △4,659 276

その他 208 356

小計 16,034 10,225

利息及び配当金の受取額 333 284

利息の支払額 △10 △18

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △7,852 △2,677

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,505 7,814

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 － 26

有価証券の売却及び償還による収入 500 87

有形及び無形固定資産の取得による支出 △7,156 △8,427

有形及び無形固定資産の売却による収入 174 54

投資有価証券の取得による支出 △100 △50

投資有価証券の売却及び償還による収入 1,041 15

会員権の取得による支出 △11 －

会員権の売却による収入 1 2

貸付けによる支出 △33 △137

貸付金の回収による収入 33 －

その他 884 3,300

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,668 △5,131

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 － △800

配当金の支払額 △1,376 △1,377

その他 △5 △38

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,381 △2,215

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,742 1,433

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 713 1,902

現金及び現金同等物の期首残高 121,598 123,485

現金及び現金同等物の四半期末残高 122,312 125,386
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(４)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　  該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日　至 平成24年９月30日)

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

電子デバイス
システム

ファイン
テック

システム

科学・医用
システム

産業・ＩＴ
システム

先端産業
部材

計

　

 売　上　高

  外部顧客への売上高 62,929 7,354 69,538 51,863 118,670 310,353 364 310,717 － 310,717

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

31 1 473 1,917 1,099 3,522 1,781 5,303 △5,303 －

計 62,960 7,355 70,011 53,780 119,769 313,875 2,145 316,020 △5,303 310,717

 セグメント利益
 又は損失(△)

10,970 △3,012 8,563 325 274 17,120 △1,190 15,930 613 16,543

(注)｢その他｣の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、間接補助事業等を含んでおります。

②報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

(注)その他の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費、営業外収益及び営業外費用であります。

③報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

四半期連結
損益計算書
計上額

報告セグメント

その他
(注)

配分した事業構造改善費用の戻入額 151 

報告セグメント計 17,120 

合計 調整額

利益 金額

社内借入金に対する利子の戻入額 355 

｢その他｣の区分の損失 △1,190 

△45 

セグメント間取引消去 △11 

配分していない全社ののれんの償却額

164 

16,543 

その他の調整額(注)

四半期連結損益計算書の経常利益
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当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日　至 平成25年９月30日)

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

電子デバイス
システム

ファイン
テック

システム

科学・医用
システム

産業・ＩＴ
システム

先端産業
部材

計

　

 売　上　高

  外部顧客への売上高 49,471 4,036 65,738 41,406 129,779 290,430 239 290,669 － 290,669

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

94 0 489 1,530 1,072 3,187 1,805 4,992 △4,992 －

計 49,566 4,036 66,227 42,936 130,852 293,617 2,044 295,661 △4,992 290,669

 セグメント利益
 又は損失(△)

4,701 △3,514 6,093 △482 1,014 7,813 △1,346 6,467 167 6,634

(注)｢その他｣の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、間接補助事業等を含んでおります。

②報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

(注)その他の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費、営業外収益及び営業外費用であります。

③報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
　該当事項はありません。

合計 調整額

セグメント間取引消去 18 

四半期連結
損益計算書
計上額

その他
(注)

報告セグメント計 7,813 

｢その他｣の区分の損失 △1,346 

報告セグメント

その他の調整額(注) △67 

四半期連結損益計算書の経常利益 6,634 

216 社内借入金に対する利子の戻入額

利益 金額
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